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令和７年度～令和９年度 横須賀大津高等学校 不祥事ゼロプログラム 

 

１ 実施責任者 

    横須賀大津高等学校不祥事ゼロプログラムの実施責任者は校長とし、副校長、教頭、事務長及び総括教諭

がこれを補佐する。 
 

２ 目標及び行動計画 

     

（１）法令遵守意識の向上（職員行動指針の周知・徹底、公務外非行の防止）【必須事項】 
       ア  目標 
      『神奈川県職員行動指針』の周知・徹底を図り、県民の信頼に応え得る高い倫理観の保持に努め、

公務外非行を未然に防止するとともに、県民応対の基本を再確認する。 

       イ  行動計画 

           (ｱ)年度当初に『神奈川県職員行動指針』を周知し、その徹底について意識向上を図る。 

      (ｲ)一斉点検マニュアルやチェックリストを活用し、全職員を対象とした規範意識の啓発のための

研修を行う。 

 

（２）成績処理及び進路関係書類の作成及び取扱いに係る事故防止【必須事項】 
    ア 目標 

          定期テスト、成績処理に係る事故防止及び進路関係書類に係る事故防止の徹底を図る。 

   イ 行動計画 

     (ｱ)前期中間テストの前に、定期テストに係る不祥事防止研修を実施する。 
(ｲ)マニュアルの見直しを図り、書式等を統一して、成績処理と点検を確実に実施する。 

     (ｳ)10月までに調査書一斉点検を実施する。 

     (ｴ)進路関係書類について、過去の事故事例を踏まえた点検・確認を徹底する。 

 

（３）入学者選抜に係る事故防止【必須事項】 
  ア 目標 

   入学者選抜に係る事故を未然に防止する。 

 イ 行動計画 

(ｱ)選抜業務に係る研修会を実施し、マニュアル・要綱に則り細部まで業務を確認し、職員の意識

啓発を行う。 

   (ｲ)情報管理を徹底し、疑惑を招くことのないよう公正な選抜を行う。 
 
  （４）わいせつ・セクハラ行為の防止【必須事項】        

ア  目標 

           人権感覚の向上に努め、わいせつ・セクハラ行為を未然に防止する。 

       イ  行動計画 

           (ｱ)年度の前半に、わいせつ・スクールセクハラ・職場におけるセクハラに係る防止啓発資料を配

付してセルフ・チェックに取り組み、ハラスメントのない職場づくりの雰囲気を醸成する。 

 (ｲ)経験の浅い職員等に対する研修を充実させ、人材育成に努める。 

       (ｳ)職員として、公務内外において、常に高い倫理感を持ち、自身の行動を律し、不祥事（わい 
せつ事案等）防止を徹底する。 

  
  （５）体罰、不適切な指導の防止【必須事項】 
       ア  目標 

           人権意識の向上に努め、体罰・不適切指導を未然に防止する。 

       イ  行動計画 

           (ｱ)複数の職員による丁寧で理性的な指導を推進し、体罰、不適切な指導を未然に防止する。 

           (ｲ)朝の打合せや不祥事防止研修会において定期的に注意喚起し、定期的に不祥事防止研修を行い、

職員の人権意識を向上させる。 
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 （６）個人情報等の管理、情報セキュリティ対策（パスワードの設定、誤廃棄防止） 

       ア 目標 

          神奈川県個人情報保護条例、その他個人情報保護に関するガイドラインに則り情報の適切な管理に

努める。 

       イ 行動計画 

(ｱ)ガイドラインに則り、個人情報の漏えい、毀損及び滅失の防止を徹底する。 

(ｲ)個人情報の学校外持ち出しは、原則禁止とする。持ち出す際は、必ず校長の許可を得る。 

(ｳ)生徒の携帯電話番号・電子メールアドレスの適切な収集及び連絡方法を徹底するとともに、「生 

徒の連絡先に関する取扱いについてのガイドライン」に則り、適切に管理する。 

     (ｴ)個人情報の発送・配付時には複数でチェックし、管理に注意する。 

(ｵ)シュレッダー機への掲示などにより誤廃棄等を注意喚起する。 

 

（７）交通事故防止、酒酔い・酒気帯び運転防止、交通法規の遵守 
    ア 目標 
      交通事故、酒酔い・酒気帯び運転の未然防止及び交通法規遵守を徹底する。 
      イ 行動計画 
      (ｱ)安全運転に関する研修を通して、交通事故・交通違反の未然防止に努める。 

      (ｲ)啓発資料等を活用して、交通法規遵守の徹底を図る。 
 

 （８）業務執行体制の確保等（情報共有、相互チェック体制、業務協力体制） 
       ア  目標 

           適切な業務の執行・進行管理に努める。 

       イ  行動計画 

           (ｱ)報告・連絡・相談を適切に行い、情報の共有化と相互チェック体制の確立に努める。 

           (ｲ)服務規律の厳守に向けて、適正な届出を速やかに行う。 

 

 （９）会計事務等の適正執行 

       ア  目標 

           会計事務等の適正な執行に努める。 

       イ  行動計画 

           (ｱ)現金や通帳の管理を厳正に行うとともに、部費・合宿費等の適正な管理・運用に努める。 
      (ｲ) 11月に私費会計に係る中間監査を実施する。 

 

３  検証 

（１）中間検証 
２に規定する行動計画について、令和６年９月末までに中間検証を実施し、必要に応じて行動計画を

修正する。 
    
（２）最終検証 

２に規定する行動計画について、令和８年３月に目標達成状況の検証を行う。その結果をもとに次年

度の不祥事ゼロプログラムを策定する。 
 

４  実施結果 

３の（２）検証をふまえ、実施結果をとりまとめて本校ホームページ上で公開する。 
 

５  事務局  

プログラムの策定及び実行の具体的な手続きについては、企画会議がこれを行う。 


